
15 アルコールパッチテスト

目 的

アルコールパッチテストを行うことで自分の体質（お酒に強いか，弱いか）を知る。また，自分の家系の

調査結果と比較することで，アルコール代謝に関する体質の遺伝が，遺伝の法則に従うことを確認する。

準 備

材 料 事前に調べておいた「家族のアルコール耐性調査シート」（※別紙）

器 具 スポイト，ガーゼ付き絆創膏，

薬 品 消毒用アルコール（70 ％エタノール）

方 法

1. ガーゼ付き絆創膏のガーゼ部分に，消毒用アルコールを

3 滴しみこませる。

2. 上腕の内側など，皮膚が薄くて白い部分に貼る。

3. ７分後に絆創膏をはがして，皮膚の色を確認する。

4. はがして 10 分後（すなわち最初に貼ってから 17 分後）に

もう一度皮膚の色を確認する。

結 果

ＮＮ型：最後まで特に変化が見られなかった。

ＮＤ型：7 分後にはがした時はあまり変化が見られないが，さらに 10 分たつと赤くなった。

ＤＤ型：7 分後にはがした時点で赤くなっていた。

上記 3 タイプのうちの，どのタイプになったか？ →

※お酒を飲むと顔が赤くなったり気分が悪くなったりするのは，アルコール（エタノール）が体内

で酸化されて生じる有毒なアセトアルデヒドのせいである。このアセトアルデヒドの処理に重要

な役割をしている酵素がＡＬＤＨ２である。正常なＡＬＤＨ２をつくる遺伝子がＮ，突然変異に

より活性のないＡＬＤＨ２をつくってしまう遺伝子がＤである。

Ｎ遺伝子をホモに持つＮＮ型の人はお酒に強い体質，ヘテロのＮＤ型の人はお酒に弱い体質，

Ｄ遺伝子をホモに持つＤＤ型の人はとてもお酒に弱く，まったく飲めない体質となる。

考 察

1. 事前に調べておいた「家族のアルコール耐性調査シート」をもとに，下の〔 〕に NN，ND，DD
のいずれかを記入し，図を完成させよ。

祖母 祖父 祖母 祖父

〔 〕 〔 〕 〔 〕 〔 〕

母 父

〔 〕 〔 〕

兄姉 兄姉 私

〔 〕 〔 〕 〔 〕

2. Ｎ遺伝子とＤ遺伝子によって決まるアルコール耐性に関する体質の遺伝は不完全優性の考え方で

説明することができる。上記の家系図を元に予測される「私」の遺伝子型とその出現確率を書け。

3. 上の予測と，アルコールパッチテストの結果を比較して考えられることを書け。

実験の反省・感想

クラス 番 号 氏 名



◆◇◆ アルコールパッチテストについて ◆◇◆
体内でのエタノールの代謝は，以下のように進む。

酸化 酸化

エタノール アセトアルデヒド 酢酸

ＡＤＨ ＡＬＤＨ 1 および ＡＬＤＨ 2
アルコール脱水素酵素 アルデヒド脱水素酵素

アセトアルデヒドの酸化に働く２種類の酵素のうち，ＡＬＤＨ 1 はアセトアルデヒドが高濃度になってか

ら働き始める酵素であり，アセトアルデヒドが低濃度の時から働き始める酵素であるＡＬＤＨ 2 の方が，飲

酒時に働く酵素としてはより重要である。

30 年ほど前まではＡＤＨの活性がお酒に強い／弱いを決めていると考えられていたが，遺伝子突然変異に

よる不活性なＡＬＤＨ 2 を持つ人がお酒に弱くなるということを，筑波大学の原田勝二氏が発見した。この

突然変異遺伝子を持つのはモンゴロイド（黄色人種）だけであり，コーカソイド（白人）とネグロイド（黒

人）にはお酒に弱い人がいないそうである。

現代日本人の場合，ＮＮ型が 56 ％，ＮＤ型が 38 ％，ＤＤ型が 6 ％ほどである。ＡＬＤＨ 2 の突然変異遺

伝子は 2 ～ 3 万年前に中国大陸で誕生し，弥生時代以降渡来人によって日本へもたらされたと考えられる。

現代でも下戸遺伝子は近畿・中部に多く（いわゆる弥生人タイプ），酒豪遺伝子は北海道・東北と南九州・

沖縄に多い（いわゆる縄文人タイプ）。

正常な活性型ＡＬＤＨ 2 をつくる遺伝子のＡＬＤＨ 2*1 を遺伝子記号Ｎ（Normal）と表記し，不活性なＡ

ＬＤＨ 2 をつくる遺伝子のＡＬＤＨ 2*2 を遺伝子記号 D（Deficient）と表記している。

ＡＬＤＨ 2 遺伝子は第 12 染色体に存在し，517 個のアミノ酸よりなるサブユニットをコードしている。Ａ

ＬＤＨ 2*2 は 487 番目のアミノ酸をコードする塩基配列ＧＡＡが突然変異によりＡＡＡに変化したために，

487 番目のアミノ酸がグルタミン酸からリジンに変化している。

サブユニットの四量体がＡＬＤＨ 2 酵素として働くが，ＡＬＤＨ 2*2 遺伝子のつくるサブユニットを含む

四量体は活性がほとんどない。そのため遺伝子型がヘテロのＮＤ型の人で，ＡＬＤＨ 2*1 遺伝子とＡＬＤＨ

2*2 遺伝子の両方が働いて同数のサブユニットをつくったとすると，活性型ＡＬＤＨ 2 酵素がつくられる確

率は 1 ／ 16 となるため，お酒に弱くなる。遺伝子型がホモのＤＤ型なら活性型ＡＬＤＨ 2 酵素はまったくつ

くられないために，極端にお酒に弱くなる。

アルコールパッチテスト（正式にはエタノールパッチテスト）は簡単に体質を判定する方法として，国立

病院機構久里浜アルコール症センターの樋口進氏によって 20 年ほど前に考案された。エタノールをしみこま

せたガーゼを皮膚に貼り付けると，皮膚の酵素によりエタノールがアセトアルデヒドになるが，ＡＬＤＨ 2
の活性が低い，もしくは欠損していると，アセトアルデヒドの蓄積で皮膚の毛細血管が拡張して赤くなる現

象を利用してＡＬＤＨ 2 の活性を判定している。

今回の実験プリントでは便宜的に，絆創膏をはがした時点で赤くなっているか，はがして 10 分たってから

赤くなるかで，ＤＤ型かＮＤ型かという判定をしているが，皮膚が赤くなる程度は個人差も大きいため，Ｎ

Ｎ型以外の判定はやや不正確であることを生徒に伝えて考察させたい。また，家族の遺伝子型も，飲酒習慣

から推定したものであり，正確なものではないことをふまえて考察させたい。

人の遺伝を扱う場合はデリケートな問題にふれる可能性が高いため注意して行いたい。

家族のアルコール耐性調査シート

これは遺伝に関する実験のための調査です。家族のアルコール耐性
（お酒に強いかどうか）を調べて〔 〕内に ＮＮ，ＮＤ，ＤＤ の

いずれかの記号を記入して下さい。わかる範囲で結構です。

お酒に強い方である ・・・・・・・・・・・・・ ＮＮ
飲めるが強くない顔が赤くなる ・・・・・ ＮＤ
非常に弱く飲めない ・・・・・・・・・・・・・ ＤＤ

祖母 祖父 祖母 祖父

〔 〕 〔 〕 〔 〕 〔 〕

母 父

〔 〕 〔 〕

兄姉 兄姉 私

〔 〕 〔 〕 ？

警告！
お酒は20歳になってから！ 高校生の飲酒は，脳の神経細胞の

成長を阻害し，勉強に必要な集中

未成年者の飲酒は法律で禁止されています 力や記憶力の低下を招きます。


